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沈降粒子による福島第一原子力発電所事故由来放射性セシウムの海洋内部への輸送
Transport of Fukushima-derived radiocaesium to the ocean interior by sinking particle
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2011年 3月 11日に発生した「2011東北沖地震」とそれによって引き起こされた津波により福島第一原子力発電所（以
下 FNPP1）が大きく損壊した。その結果、大量の人工放射性核種が自然界に放出された。当時、我々のグループでは西
部北太平洋の亜寒帯・亜熱帯循環域の観測定点 K2と S1に時系列式セジメントトラップを設置していたため FNPP1の
事故前後の沈降粒子を捕集することができた。分析の結果、人工放射性核種である 134Csと 137Csは両観測定点ともに、
水深 500mには 2011年 3月下旬、水深 4810mには 4月上旬には輸送されていたことが判明した。沈降速度は 0ー 500m
間で約 36m/day、500ー 4810m間で 180m/day以上であると推定された。137Cs濃度は 0.14ー 0.25Bq/gであった。この
値は 2011年 4月に収集された表層海水、懸濁粒子、動物プランクトンの濃度よりはるかに高いものであった。K2では
2011年 6月下旬まで、S1では 7月下旬までに沈降してきた 137Csフラックス総量はそれぞれ 0.5Bq/m2、1.7Bq/m2で
あった。2011年 4月の表層海水の 137Cs濃度と表層混合層厚から推定された両地点への 137Cs供給量、さらに海洋内へ
の沈降量が一年間一定であると仮定すると、表層からの 137Cs除去速度（滞留時間）は 0.3ー 1.5%/year（68-312年）と
推定された。これは過去の報告例とほぼ一致するものであった。現在 2011年 8月ー 2012年 6月に捕集された粒子の分
析中であるが、速報として、2012年 6月までの K2の 4810mの試料分析の結果、137Csフラックス、濃度ともに最大は
2011年の 6月頃に観測され、その後は徐々に低下していった。そして FNPP1由来の 134Csは 2012年 4月まで検出され
た。134Csフラックス総量は 2.5 Bq/m2以上であった。134Cs供給量が 450 Bq/m2と仮定すると表層からの 137Cs除去速
度（滞留時間）は 0.6% /year以上（180年以下）となり先の推定値と同等のものであった。S1の水深 4810mでは 134Cs
濃度最大値は K2より約半年遅い 2011年 12月に観測された。134Cs濃度測定のためには捕集試料が少なかったため断言
できないが、2012年 2月までは FNPP1由来の 134Csが観測された。2012年 6ー 7月には K2と S1において海底堆積物
が採取され現在放射性セシウム測定が実施中である。講演では放射性セシウムの各点への供給量、沈降量、海底堆積物
への蓄積量の比較を試みる。
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